
こたえ

はい、わかりました。

いいえ、ちがいます。

あめがふったので、かさをさした。

おなかがすいたので、パンをたべた。

よるになると、ほしがみえた。

ころんだけれど、なかなかった。

「はい」「いいえ」の あとや、「〜ので」「〜と」「〜けれど」の あとに てんを うつと よみ

やすく なります。

ヒント: こえに だして よんで、ひと いき つく ところに てんを うとう。

つぎの 1まい: 「かぎ（「」）を つけよう」 (k1-169)
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てん（、）を つけよう
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

ぶ
ぶんと さくぶん

こえに だして
よんでみよう


